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められてきているということも重要である（Endacott & Brooks, 2013, p.42）。
　このような歴史的共感の立場を代表するのが、デイビスJr、イェーガー、フォスターらであ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 8 ）スタンフォード大学歴史教育グループによる「歴史家のように読む」カリキュラム（Wineburg et al, 
2011）の主導者というべきS.ワインバーグも、同カリキュラムの目的は学習者を歴史家のように育成
することにあるのではなく、市民という職業への準備にあると明言している（Wineburg & Reisman, 











 9 ） 無論、学習者の議論（小論文）を教師が評価するのに多くの時間がかかるのは言うまでもない。この点、
スタンフォード大学歴史教育グループのHATs（History Assessments of Thinking）は注目に値する。そ
の開発プロセスや内容についての詳細は、Breakstone（2014）を参照されたい。
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